
 鹿 屋 市 立 田 崎 中 学 校 

田崎中だより 
第５号 令和６年 10 月 10 日         発行・文責：校長 竹崎 賢一 

校訓「向学・協力・自律・奉仕」 
 

昨日から第 78回体育大会に向けての練習が始まりました。例年ですと、体育大会は９月初旬に行われ、
夏季休業明けの残暑厳しい、慌ただしい雰囲気の中でのスタートになるのですが、今年度は体育大会を 10
月 27 日（日）に移動させたこともあり、生徒も職員も、比較的落ち着いた環境の中で進められるのではと
考えています。落ち着いたとは言いましたが、それでもまだまだ昼間の気温によっては熱中症が心配されま
す。保護者のみなさまにおかれましては、水筒と汗吹き用タオル、帽子を必ず持たせて家を送り出していた
だくこと、食事と睡眠をしっかりとらせること、体調管理にご留意いただきますよう、お願いいたします。 

◎ 大切なこと 

40 年ほど前の大学生のころの話です。友人に誘

われてスキーに行ったことがありました。当時はス

キーがブームで、映画の舞台になっていたり、流行

歌がヒットしていたり、ウェアーのＣＭが頻繁に流

れていたりと、かっこいい、おしゃれな、そんなポ

ジションにあるのがスキーでした。全くの初心者の

わたくしでしたが、運動神経にはそれなりに自信も

あり、映画の主人公のごとく、颯爽と滑降すること

が、すぐにできるようになると思っていました。 

そんなわたくしに、友人がゲレンデで最初に教え

てたのは、滑り方ではなく、止まり方と転び方でし

た。止まり方と転び方がわかっていれば、安全に、

楽しく滑ることができるというのです。自分が滑り

たいだろうに、友人は、わたくしの止まる練習、転

ぶ練習に、短くない時間つきあってくれたのでし

た。これが一番大事なんだ、そう力説しながら。 

大学生のころの、たわいもない話なんですが、そ

の止まり方と転び方は、スキーに限らず、大切なこ

とを教わったエピソードとして心に残っています。 

大人は、子どもたちに、止まり方と転び方を教え

ているでしょうか。子どもたちが、人生を、安全

に、楽しく送るために必要な考え方として、学ばせ

ているでしょうか。これ以上進んだら、自分も周り

の人も危ないから止まる。止まろうとしても止まれ

ないときは、転んででも止まる。 

大切なのは、自分で止まること、自分で転ぶこ

と。当たり前の話しですが、スキーを滑っていると

きに、人に止めてもらうことはできません。 

大人が止めてしまっているんじゃないか。そんな

思いにとらわれることがよくあります。遠くない将

来、子どもたちは大人の手を離れ、独り立ちしてい

きます。そのときに、止まり方や転び方を知らない

のは不幸でしかありません。心配でも、危険でも、

止まるべき時に自分の力で止まらせ、転ぶべき時に

自分の意思で転ばせる。そんな学びの場を繰り返し

与えてあげることが大人の役割、そう思います。手

をだすことも、背中を支えることも、もちろん大事

ですが、親という字は立木見。その感覚も大事にし

たいものですね。 

◎ 制服の見直しについて 

 本校では、令和７年度からの新しい制服の導入を

目指して、制服の見直しを進めています。前号で、

各家庭からの投票により、新デザインがＡパターン 

に決定したことはお伝えさせていただきました。 

今号では、新しいデザインの制服についての見積

りが届きましたので、お示ししたいと思います。 

上が男子用、下が女子用となっていますが、購入

の場合には、各ご家庭の判断で、男子用女子用を組

合せいただくことになります。 

なお、新デザインの制服導入に際しては、移行期

間を３年間程度設定したいと考えていますので、令

和７年度から、本校生徒が、すべて新デザインの制

服を購入し、着用しなければならないということで

はない、という点もお知りおきいただきご検討くだ

さるようお願いいたします。

 

◎ 第 78 回体育大会について 

 １ 期日 令和 6年 10 月 27 日（日） 

 ２ 時間 開会 8：30 閉会予定 14：30 頃 

 ３ 備考 

  ⑴ 雨天の場合は 10月 28 日（月）に延期 

  ⑵ 学校周辺の道路は駐車禁止です。近隣住民 

の方々の迷惑になるので、厳守ください。 

 


